



要旨：OK-432 注入療法が著効した舌根部甲状舌管嚢胞疑い症例を報告する．症例は 67 歳男性で嚥下
時の引っかかり感を主訴に来院した．喉頭蓋谷に嚢胞様病変を認めたため，経口的に洞病変摘出を行















現病歴　2012 年 8 月 20 日同様の主訴で近医耳鼻科
受診，舌根部に嚢胞認め当科に紹介された．2012










































































































翌日に嚢胞内に強い炎症が起こり 38 〜 39℃の発熱
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